
会場会場

申し込み方法申し込み方法

2024.5.25(Sat) -26(Sun)2024.5.252024.5.25(Sat)(Sat) -26-26(Sun)(Sun)

第50回 日本保健医療社会学会大会第50回第50回 日本保健医療社会学会大会
50th  Annual Meeting of Japanese Society of Health and Medical Sociology

『弱い』ままで生きられる社会のために『弱い』ままで生きられる社会のために『弱い』ままで生きられる社会のために

大会長講演大会長講演大会長講演

演者 ： 武藤香織 (東京大学医科学研究所)
司会 ： 松繁卓哉 (国立保健医療科学院)
演者 ： 武藤香織 (東京大学医科学研究所)
司会 ： 松繁卓哉 (国立保健医療科学院)

シンポジスト ： 安齋由貴子 (宮城大学)
　　　　　　 矢原隆行 (熊本大学)
　　　　　　 天田城介 (中央大学)
司会 ： 三井さよ (法政大学)、本多康生 （福岡大学） 

シンポジスト ： 安齋由貴子 (宮城大学)
　　　　　　 矢原隆行 (熊本大学)
　　　　　　 天田城介 (中央大学)
司会 ： 三井さよ (法政大学)、本多康生 （福岡大学） 

大会長 ： 吉田澄恵 (東京医療保健大学)
司会 　： 清水準一 (東京医療保健大学 )
大会長 ： 吉田澄恵 (東京医療保健大学)
司会 　： 清水準一 (東京医療保健大学 )

募集期間　2023年12月5日（火）～2024年1月19日（金）23:59（受付終了）
一般演題＆RTDは対面参加のみとなります

一般演題＆RTD一般演題＆RTD

吉田 澄恵吉田 澄恵吉田 澄恵
大会長大会長大会長

東京医療保健大学
千葉看護学部

『弱い』ままで生きられる社会のために
　　　　　－ひとりの看護学教育・研究者として
『弱い』ままで生きられる社会のために
　　　　　－ひとりの看護学教育・研究者として
『弱い』ままで生きられる社会のために
　　　　　－ひとりの看護学教育・研究者として

ケアの主体を問い直すケアの主体を問い直すケアの主体を問い直す

『弱い』ままで生きられる社会のために
　　　　　－ひとりの医療社会学研究者として
『弱い』ままで生きられる社会のために
　　　　　－ひとりの医療社会学研究者として
『弱い』ままで生きられる社会のために
　　　　　－ひとりの医療社会学研究者として

プログラムプログラムプログラム

シンポジスト ： 花井十伍（薬害エイズ大阪原告団団長、
　　　　　　　　　　　　　　全国薬害被害者団体連絡協議会世話人）
　　　　　　 近澤昭雄（イレッサ薬害遺族）
　　　　　　 小澤温（薬害スモン調査・薬害エイズ調査、筑波大学）
司会 ： 田代志門（東北大学）、佐藤哲彦（関西学院大学）

シンポジスト ： 花井十伍（薬害エイズ大阪原告団団長、
　　　　　　　　　　　　　　全国薬害被害者団体連絡協議会世話人）
　　　　　　 近澤昭雄（イレッサ薬害遺族）
　　　　　　 小澤温（薬害スモン調査・薬害エイズ調査、筑波大学）
司会 ： 田代志門（東北大学）、佐藤哲彦（関西学院大学）

『薬害と保健医療社会学の50年』『薬害と保健医療社会学の50年』『薬害と保健医療社会学の50年』

（1）事前申込：対面＋リアルタイムWeb (※Web 参加は事前申込者のみの対応となります）
　　　　　　 申込期限は2024年5月19日（日）23:59まで
 　　　　　　クレジットカード決済、ゆうちょ銀行振り込み
 　　　　　　事前申込は右側QRコードよりお願いします。 大会ホームページ（URL下記）からも申し込みできます。
 (2) 当日申込：対面のみ
 　　　　　　当日会場受付にてクレジットカード払いのみ対応予定 

12:30-13:15
(予定)

12:30-13:15
(予定)

教育講演教育講演教育講演13:20-14:50
(予定)

13:20-14:50
(予定)

大会シンポジウム大会シンポジウム大会シンポジウム16:00-18:00
(予定)

16:00-18:00
(予定)

13:15-15:15 (予定)13:15-15:15 (予定)

50周年記念公開シンポジウム
（詳細：裏面）

50周年記念公開シンポジウム
（詳細：裏面）

50周年記念公開シンポジウム
（詳細：裏面）

5月2525日(日(土)

5月2626日(日(日)

東京医療保健大学船橋キャンパス
　　・JR西船橋駅徒歩15分、京成海神駅徒歩8分程度
　　・駐車場は利用不可ですが、個別の事情により対応しますので、事務局まで、事前にご連絡ください。

事前申込、当日申込同額
一般会員 6000円、一般非会員 7000円、学生・シニア会員2000円、学生・シニア非会員 3000円 

参加費参加費

〒273-8710　千葉県船橋市海神町西1-1042-2
　東京医療保健大学千葉看護学部内　第50回日本保健医療社会学会大会事務局
 jshms50office@gmail.com jshms50office@gmail.com

＜大会事務局＞ ＜大会事務局＞ ＜大会事務局＞ ＜大会ホームページ＞ ＜大会ホームページ＞ 
https://jshms-conference2024.jp/https://jshms-conference2024.jp/

◆事前申し込み用QRコード◆事前申し込み用QRコード



開催概要開催概要

本企画は、第50回大会参加申し込みの有無にかかわらず、どなたでも参加できる
公開企画ですので、 当日、会場まで直接お運びください。

参加申し込み参加申し込み

日時： 日時： 

第50回大会ホームページ

5月26日（日）13:15-15:15 (予定)5月26日（日）13:15-15:15 (予定)5月26日（日）13:15-15:15 (予定)
東京医療保健大学船橋キャンパス東京医療保健大学船橋キャンパス東京医療保健大学船橋キャンパス
〒273-8710 千葉県船橋市海神町西１-1042-2〒273-8710 千葉県船橋市海神町西１-1042-2

場所： 場所： 

リアルタイムWeb参加については、第50回大会へのWeb参加を事前申込（要参加費）
された方に限ります。

※時刻の変更可能性があります。詳細は、3月中旬以後、大会ホームページにてご確認ください。※時刻の変更可能性があります。詳細は、3月中旬以後、大会ホームページにてご確認ください。

企画趣旨企画趣旨企画趣旨

花井 十伍 （薬害エイズ大阪原告団団長、全国薬害被害者団体連絡協議会世話人）
近澤 昭雄 （イレッサ薬害遺族）
小澤 温 （薬害スモン調査・薬害エイズ調査、筑波大学）

花井 十伍 （薬害エイズ大阪原告団団長、全国薬害被害者団体連絡協議会世話人）
近澤 昭雄 （イレッサ薬害遺族）
小澤 温 （薬害スモン調査・薬害エイズ調査、筑波大学）
田代 志門（東北大学）、佐藤 哲彦（関西学院大学）田代 志門（東北大学）、佐藤 哲彦（関西学院大学）

　日本における保健医療社会学の始まりの一つは、薬害スモンやそれと同時期の健康被害の調査研究

である。『薬害と保健医療社会学の50年』と題する日本保健医療社会学会50周年記念公開シンポジウ

ムでは、薬害研究と保健医療社会学との結びつきを踏まえ、人びとの生活や人生に重大な影響を与える

社会的困難である「薬害」について議論する。なかでも、イレッサ薬害は裁判では認められなかった事件

であるが、その被害経験は保健医療社会学的に薬害として考えていく必要がある。その姿勢や課題につ

いて話し合うことを通じて、保健医療社会学の社会的意義とその

来し方行く末を共有するのが本シンポジウムの目的である。

　日本における保健医療社会学の始まりの一つは、薬害スモンやそれと同時期の健康被害の調査研究

である。『薬害と保健医療社会学の50年』と題する日本保健医療社会学会50周年記念公開シンポジウ

ムでは、薬害研究と保健医療社会学との結びつきを踏まえ、人びとの生活や人生に重大な影響を与える

社会的困難である「薬害」について議論する。なかでも、イレッサ薬害は裁判では認められなかった事件

であるが、その被害経験は保健医療社会学的に薬害として考えていく必要がある。その姿勢や課題につ

いて話し合うことを通じて、保健医療社会学の社会的意義とその

来し方行く末を共有するのが本シンポジウムの目的である。
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